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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
公
布
72
年
目

と
な
る
３
日
、「
輝
け
憲

法
！
と
も
に
生
き
る
社
会

を
！
お
お
さ
か
総
が
か
り
集

会
」
が
扇
町
公
園
で
開
か

れ
、
１
万
２
千
人
も
の
市
民

が
結
集
し
た
。
主
催
は
同
実

行
委
員
会
。
協
会
か
ら
小
澤

力
理
事
長
を
は
じ
め
役
員
・

事
務
局
６
人
が
参
加
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
登
壇
し
た
山
城
博
治
氏

（
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

「3000万署名」をお手元に
お持ちの先生は協会までご
返送ください。

議
長
）
は
、「
沖
縄
県
知
事

選
挙
で
新
基
地
建
設
反
対
の

民
意
を
突
き
付
け
た
。
民
主

主
義
を
踏
み
に
じ
る
安
倍
政

権
に
改
憲
を
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま

た
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共

産
党
、
社
会
民
主
党
、
自
由

党
の
議
員
ら
が
挨
拶
し
、
国

民
民
主
党
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
た
。
集
会
で
は
、「
臨

時
国
会
で
の
改
憲
発
議
を
絶

対
に
認
め
な
い
。
３
千
万
署

名
（「
憲
法
を
守
り
生
か
す

署
名
」）
を
必
ず
達
成
し
よ

う
」
と
宣
言
が
な
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。

　

協
会
は
、
２
２
７
３
筆
の

署
名
を
大
阪
憲
法
会
議
を
通

大
阪
市
南
部
地
区

11
・
３
憲
法
集
会

改
憲
発
議
を
許
さ
な
い

古
地
図
で
天
満
を
歩
く

税
務　

12
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

12
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

２
０
１
９
年
１
月
は
休
会
で
す
。

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

喜
多
埜
稲
荷
神
社
の
由
来
を

説
明
す
る
西
俣
氏
＝
３
日
、

大
阪
市
内　
　
　
　
　
　
　

日
時　

12
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
３
千
円　
　

定
員　

１
４
０
人

※
遅
刻
・
途
中
退
出
さ
れ
た
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

歯
初
診
お
よ
び
歯
科
外
来
環
境
体
制
加
算
の
施
設
基

準
に
係
る
研
修
会

日
時　

12
月
15
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

会
場　

 

Ｊ
Ｅ
Ｃ
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂
（
地
下
鉄
御
堂
筋

線
「
江
坂
」
駅
１
番
出
口
す
ぐ
）

講
師　

落
合
邦
康
氏
（
日
本
大
学
歯
学
部
細
菌
学
特
任
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

※
落
合
教
授
監
修
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
部
進
呈

新
た
な
視
点
か
ら
見
た
歯
周
病
と
全
身
疾
患

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

12
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

40
人

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
医
科
協
会
事
務
局
参
与
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

な
に
わ
の
ト
ラ
ブ
ル
バ
ス
タ
ー
が
伝
授
！
女
医
だ
か

ら
こ
そ
知
っ
て
お
き
た
い
ト
ラ
ブ
ル
対
策

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

小
椋
幹
記
氏
（
社
会
医
療
法
人
敬
和
会
大
分
岡
病
院

口
腔
顎
顔
面
外
科
・
矯
正
歯
科　

矯
正
歯
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

新
た
に
保
険
収
載
さ
れ
た
『
口
腔
機
能
発
達
不
全

症
』
を
含
め
た
歯
・
口
腔
の
健
康
に
臨
床
医
は
ど
の

よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
か

12
月
度
生
涯
研
修

◇ウメさんが療養病床に１年間入院した場合

ウメさん（88歳）
年金収入50万円

ヒロシさん（67歳）
年金収入260万円

同一世帯 別世帯
ウメさんの医療費月
額限度額 ５万7600円 １万5000円

入院費（食事代等込
み） 120万2400円 45万3600円

じ
て
国
会
に
届
け
た
（
11
月

15
日
時
点
）。
今
国
会
会
期

中
、
協
会
は
引
き
続
き
同
署

名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
３

日
、
文
化
企
画
「
古
地
図
で

辿
る
、
梅
田
か
ら
天
満
」
を

開
き
、
会
員
・
家
族
ら
17
人

が
江
戸
・
大
正
時
代
の
地
図

を
手
に
散
策
し
た
。

　

天
満
の
寺
町
で
は
、
日
本

や
大
阪
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
人
物
ら
が
眠
る
寺
社
を
参

拝
。
ガ
イ
ド
を
務
め
た
西
俣

稔
氏
は
、「
人
物
を
調
べ
、

功
績
や
想
い
に
触
れ
る
の
も

街
歩
き
の
醍
醐
味
」
と
語
っ

た
。

何度も焼失しながらも、再建してきた本殿

299

大
阪
人
に
愛
さ
れ
る
古
社

　

気
が
付
け
ば
も
う
年
末
。

受
験
生
は
年
明
け
の
セ
ン
タ

ー
試
験
に
向
け
て
追
い
込
み

を
か
け
て
い
る
時
期
だ
ろ
う

か
。

　

大
阪
で
受
験
祈
願
と
言
え

ば
、
や
っ
ぱ
り
「
天
神
さ

ん
」
こ
と
、
大
阪
天
満
宮
が

思
い
浮
か
ぶ
。
天
満
宮
は
、

学
問
の
神
様
と
し
て
名
高
い

菅
原
道
真
公
を
祭
神
と
す
る

神
社
で
あ
り
、
全
国
に
多
数

存
在
し
て
い
る
。
大
阪
天
満

宮
は
、
太
宰
府
天
満
宮
ほ
ど

の
敷
地
面
積
こ
そ
な
い
が
、

毎
年
１
３
０
万
人
も
が
訪
れ

る
天
神
祭
を
は
じ
め
、
え
び

す
祭
や
て
ん
ま
天
神
梅
ま
つ

り
な
ど
年
間
通
じ
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
全
国

的
に
も
認
知
度
が
高
い
。

　

大
阪
天
満
宮
の
歴
史
は
、

１
千
年
以
上
前
に
遡
る
。
６

５
０
年
、
孝
徳
天
皇
が
難
波

長
柄
豊
崎
宮
を
つ
く
ら
れ
た

後
50
年
近
く
経
っ
た

９
４
９
年
、
大
将
軍

社
の
前
に
一
夜
に
し

「
南
森
町
」
と
い
っ
た
地
名

は
、
こ
の
地
を
「
大
将
軍
の

森
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
よ

る
。

　

９
０
１
年
、
道
真
公
が
太

宰
府
へ
向
か
う
道
中
で
大
将

軍
社
を
参
拝
し
、
旅
の
無
事

を
祈
願
し
た
。
道
真
公
が
没

さ
れ
、
道
真
公
の
御
霊
を
厚

く
祀
ら
れ
た
。

　

こ
の
大
阪
天
満
宮
だ
が
、

長
い
歴
史
の
中
で
何
度
も
火

災
に
あ
っ
て
い
る
。
江
戸
時

代
の
記
録
だ
け
で
も
７
度
も

焼
失
。
そ
の
度
に
再
建
さ
れ

て
き
た
。
現
在
の
本
殿
は
、

大
塩
平
八
郎
の
乱
で
焼
失

し
、
１
８
４
３
年
に
造
営
し

た
も
の
だ
。
第
二
次
世
界
大

戦
時
に
も
米
軍
に
よ
る
度
重

な
る
空
爆
で
大
阪
が
甚
大
な

被
害
に
遭
う
な
か
、
本
殿
は

近
隣
住
民
の
懸
命
な
消
火
活

動
に
よ
っ
て
奇
跡
的
に
残
存

し
た
。
そ
の
後
も
〝
天
神
さ

ん
焼
い
た
ら
あ
か
ん
〞
と
地

元
の
人
々
に
守
ら
れ
て
き

た
。

　

「
天
神
さ
ん
」
は
、
天
神

橋
筋
二
丁
目
商
店
街
に
隣
接

し
て
お
り
、
学
生
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
毎
日
多
く
の
参
拝

者
が
訪
れ
る
。
祭
り
の
知
名

度
が
先
に
立
つ
が
、
境
内
北

側
の
池
に
あ
る
梅
型
の
的
に

向
か
っ
て
６
色
の
玉
を
投
げ

入
れ
る
願
掛
け
や
ユ
ニ
ー
ク

な
お
守
り
な
ど
も
特
色
で
あ

る
。
大
阪
に
在
住
で
も
参
拝

し
た
こ
と
が
無
い
方
も
お
ら

れ
る
の
で
は
。
参
拝
の
際

は
、
商
店
街
で
一
杯
ひ
っ
か

け
て
帰
る
こ
と
も
お
忘
れ
な

く
。 

（
新
聞
部
・
辻
本
勝
）

頃
、
都
の
西
北
を
守
る
神
と

し
て
大
将
軍
社
と
い
う
神
社

を
こ
の
地
に
建
て
た
こ
と
が

は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

る
。
現
在
の
「
北
森
町
」

て
７
本
の
松
が
生
え
、
夜
ご

と
に
そ
の
梢

こ
ず
えが

霊
光
を
放
っ

た
そ
う
だ
。
こ
の
奇
譚
を
聞

い
た
村
上
天
皇
の
勅
命
に
よ

っ
て
、
大
阪
天
満
宮
が
建
築

大
阪
天
満
宮

大
阪
天
満
宮

医療や介護の負担
を世帯分離で軽減

　

自
分
の
所
得
が
低
く
て
非

課
税
対
象
で
も
、
同
じ
世
帯

に
課
税
者
が
い
る
と
「
課
税

世
帯
」
と
な
り
、
介
護
保
険

料
や
医
療
費
の
軽
減
措
置
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
ん

な
時
、「
世
帯
分
離
」
を
す

る
こ
と
で
「
非
課
税
世
帯
」

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

世
帯
は
同
一
住
所
と
同
一

生
計
が
要
件
に
な
っ
て
い

る
。
住
所
が
同
じ
で
も
生
計

が
別
で
あ
れ
ば
、
親
子
で
も

夫
婦
で
も
別
世
帯
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
図
の
年
金
生
活

の
親
子
の
場
合
、
世
帯
分
離

で
別
世
帯
に
な
れ
ば
１
年
間

入
院
し
た
場
合
の
医
療
費
が

３
分
の
１
程
度
に
軽
減
さ
れ

る
。

【
世
帯
分
離
の
方
法
】

　

市
町
村
の
住
民
登
録
担
当

課
の
窓
口
に
「
異
動
届
」
を

提
出
す
る
。
事
情
を
尋
ね
ら

れ
た
場
合
は
、「
生
計
を
別

に
し
て
い
る
」
と
事
実
を
話

す
。
夫
婦
の
場
合
、
窓
口
で

か
な
り
の
説
明
を
要
す
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
①
居

住
や
生
計
は
家
族
の
問
題
で

あ
る
②
役
所
に
は
届
出
を
受

け
付
け
る
法
的
義
務
が
あ
る

―
―
こ
と
な
ど
を
説
明
す

る
。
な
お
、
世
帯
分
離
し
て

も
戸
籍
に
は
変
化
は
な
い
。

　

『
２
０
１
８
―
２
０
２
０

相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
大
阪
社
保
協
発
行
）
は
１

冊
３
０
０
円
。
ご
希
望
の
場

合
は
協
会
事
務
局
ま
で
。

相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
活
用
術
⑧

協会へ返送を


